
☆　夢 (ゆめ)織 (お)りの里 (さと)　☆

１　山並 (やまな)み深く　霞 (かすみ)を抱 (だ)いて　朝 (あさ)を迎 (むか)える　里 (さと)がある
　　四季 (しき)つれづれの　春 (はる)の道 (みち)には　芽吹 (めぶ)きの緑 (みどり)が咲 (さ)いている
　　夢 (ゆめ)織 (お)りの里 (さと)　しいばの里 (さと)に　人 (ひと)の心 (こころ)が　咲 (さ)いている


２　那須大八 (なすのだいはち)　鶴 (つる)富 (とみ)姫 (ひめ)の　恋 (こい)物語 (ものがたり)　今 (いま)も生 (い)きる
　　四季 (しき)つれづれの　夏 (なつ)の谷間 (たにま)には　山鳥 (やまどり)の声 (こえ)がこだまする
　　夢 (ゆめ)織 (お)りの里 (さと)　しいばの里 (さと)に　人 (ひと)の心 (こころ)が　こだまする


３　八村 (やむら)の杉 (すぎ)を　見上 (みあ)げて聴 (き)くは　誰 (だれ)が唄 (うた)うか　ひえつき節 (ぶし)
　　四季 (しき)つれづれ　秋 (あき)の野辺 (のべ)には　豊 (ゆた)かな恵 (めぐ)みの　実 (み)がみのる
　　夢 (ゆめ)織 (お)りの里 (さと)　しいばの里 (さと)に　人 (ひと)の心 (こころ)の　実 (み)がみのる　


４　松明 (たいまつ)燃 (も)えて　夜 (よ)神楽 (かぐら)まつり　遠 (とお)いむかしに　さそわれて
　　四季 (しき)つれづれの　冬 (ふゆ)の空 (そら)には　一番風 (いちばんかぜ)の　灯 (ひ)がともる
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